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38 一 経 理 知1識 一
2.英 国の公監査の変革
英国地方 自治体は、会計 ・監査規則2003によって内部統制 システムに関す るレビューを
報告 しなければな らないこ ととなった。 これはタンバル報告書(1999)によって内部統制
の健鉢 淋 テムの殻 が勅 ら披 ものである・.,ここでは酬 ㈱ 報踏 固 ・)の作成
と公表ほ、趣 ㈱ の縦 的丸 ビ≡ 確 終酬 と値 寵 ら江 ざIC辻翻,・1ナン
ダ
ス処理の適切性の レビュー を行 う、②処理 の改善の必要性の場所を知 る、③ よ り良い質の
パブ リックサー ビスを如何に よいガバナ ンスが導くかを利用者へ伝達す るこ とが目的 とさ
れ る。 ここでの内部統制システムは、'ポリシー、プロセス、業務 、行動、他の評論を包含
してお り、①有効な、効率的なオペ レー ションを容易にす る、② 内部 ・外部報告の質 を確
保す る、③適用可能な法規の準拠性を確保するためのシステムである。
タンバル報告書によれば、'内部統制システムは リスクを除去す るぽ りむ しち リスクの管
理を支援 しリスクをコン トロールす るものであるとされ る。 ここでの内部統制の範囲は、
①オー ソリティ(自 治体)の ポ リシー、②組織の価値、③法規、④要求 され るプロセ ス、
⑤財務諸表 と他の公表の情報、⑥人的 ・財務的 ・その他の資源の管理の効率性 ・有効性、
⑦高品質のサービスの効率的 ・有効的な配布である ω。}





⑤保証を評価 し統制 ・保証のギャップを検証す る
⑥弱点を見付け、内部統制システムの継続的な改善を確保
⑦内部統制の報告書の作成
⑧内閣 ・行政府の委員会 ぺの報告 一
'内部統制の保証di源泉は下記の もの乏 され る♂①マネジメン ト、②cFo・と監視オ フイサ
ー(MO)の役割、③内部監査人1・④外部監査人こ⑤他の レビュ・L機関や監察官である。 ・
内 部統制の報告書(SIC)の特質 として{ま、① 全会計期間を通 じて対象 とされる、②標準
的用語法はない、"③SICは財務諸表に添付するピ・④cFo'とMOが法的責任によっでカバ]さ
れ る問題について取 り扱 う、⑤SICは上級官又は評議会の最高メンバらによつて署名 され
なければならない。そ して地方 自治体の内部統制の標準的報告書ゲ)記載事項は下記の よ う
になっているω。① 責任の範囲を記載 レ 全体責任をデイiズヂギージす る際に健全な内部
統制システムがあること。②内部統制システムめ目的は リヌクめ管理 をすることであ り有
効性 については合理的であって絶対的な保証はない ものであ り継続的プロセスであ る。③
内部統制環境を記載する。④有効性 の レビューは内部監査人 と行政マネージャーに よって
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注 目される。また外部監査人、他の レビュー機 関 ・監 察官によってな された コメン トも源




NAo(イギリス会計検査院)の内部統制報告書の レビューへのアプロ"チ と してル ビユS－
手続の特徴 を要約すると次のようになる。
(1)監察 ・監査総監の証明の文言は次のようである。
「私は報告書が財務省のコーポ レー トガバナ ンス:内 部統制報告書のガイダンスに準拠
しているか どうかを レビューする。私は財務省の規定のデ ィスク ロージャー要件に合致 し
てお・らず 、1報告書が私の財務諸表監査で気の付いた他の情報を誘導 し、又は合致 していな
い場合には報告するもの とす るj。
(2)NAOのレビュー手続 はAPBガイ ダン スを引用 してお'り、tレビa－ の 目的 は 内部統 制 シ
ステムの有効性 を レビューす る際に適用 され る。 これ には以 下の事柄 が包 含 され るご
1:①財 務諸表監査 中に開示 がMOの レビュー に一致 してい るか どうか の検 討 を行 う。
② コ・'・一ポ レー ト1ガバナ ンス 、内部統 制 、 リス クマネ ジ メン ト事項 の検討 の 際 に監査委 員
会へNAOが出席 をす る。
③AO(最 高会 計責任 者)に よ って適 用 され るプ ロセス の検 討 を行 う。t,・
.一(3)、NAOの内部統 制の業務 は保 証の表 明 をす るには十 分で はない。す なわ ち監 査人 に は積
極的 に記載 誤 り又は 不一致 の調査 を期待 され て いない。 しか し、.もし気が 付 いた点 が あ る
な らば上級 ÷ネ ジメン トと議論す るこ とにな るであ ろ う。 ・
'次に業務 と統制 を理解 す るこ とにつ いてのNAOの業務 としては;
(4)NAOの監 査ア プ ローチ 「監査21∫では 、 リス クに基礎 を置 いた アプ ロrチ を示,して い
る。この業務 はAOのSICの 監 査人の検 討 に対す る健 全な基礎 を提 供す る もので なけれ ば な
らない。 ・ ・… 、'・
/






「 経1=t二 理i・1"知'㌦ 織 『 一 …川`・
おけるリス クマネジメン トの継続的適用に リンク している山
吹 に内部統制の標準類型の報告書の内容が次のように示 される{陀,,
(1)責任 め範 囲 が記 載 され る611
.12)内部統制システムの 目的が記載され る。
(3)リ不ク処理の能ガ ・(枢要な方法を記載の こど}㍍'
① リーダーシップ と② スタッフそ してガイダンス江 メン・ト及 びグヅ ドプラクデ ィ・スを
認識す る方法 を含む。
(4)リスクと統制のフレ:一一`ムワークを記載す る。
.①(リスクマネ ジメ'ソトi戦略め枢要な要素が検証 され ・評価 されs;管理 されているこ
い ・rどを記載す ることげどのよ・う、な リス クの欲求が決定 されたかを記載する)!'
②(リ ス ク々ネ ジメン トが組織の活動に埋 め込ま札で じSる=もの を枢要な方法で記 載す
、ること)
③公のステー クホル ダーに影響する リスクを管理する要素が記載 され る。
』
.(訂有効性の レビュー結果 を記載する。,
(理事会、、監査委員会、1関連する リスク委員会い り'スクマネー ジャー;llリス ク改善
マネ→ ジヤ→∵内部監査 、他の明 白な レビューミ保証機 関のロメ、ン ト,を含めで内部
・1統制 システ ムの有効性 を維持す るご どと、'レ'ビユ』一の適用プ ロ池 スを記載す るこ
,と。)
.IAOとして私 はs内部統制システムの有効性を レビューホ る責任がある。内部統制
のシステムの有効性 の私の レビューは、内部監査人そ してエグゼ クテ ィブマネー ジ
・ヤー の業務によっで形成 されるポそれは内部統制 プレ声ムワー 久の展開'・維持に責
∵ 任 がある部門内部、そ してマネジメン ドレタ声 や他の報告書においで外部監査人に:
よってなされた コメン トに よって私 は理事会、監査委員会、ツ スク委員会の内部統
制 システムの有効性 の レビュー結果及び弱点や継続的改善を確保す るためのプラン
によって助言 された。
:(6)重要な内部統制上の問題(も し受け入れ られるならば),、t
[(重要な内部統制上の問題 がある`場合 には:そ れ らを処理す るために とちれ たある
いは提案された活動のアウ トラインを記録す る)
AOの署名 と日付を記載する。
イ ギ リズのACコ 「 ドで は 、"コー ポ レー トガ バ ナ ン ス の一 要素 ピUて 内 部 財 務 統 制
(fnterhalfinah6iarcon廿01)のシステ ム をあ げてお り 言"これ を包含 す る ものが 内部 統
制 であ る と して い るご この内容 はざ① 内部 監査 を含 む全 体的 な統制 環境 、`②業 績及 び財 務
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リスクの識別、評価及び管理、③予算統制及び監視業務、④統制手続の文書化であるとし、
監査人は、このシステムの適切で有効な実施を検証 しなければな らない と規定 している。、
公的組織の内部監査人との関係が法規準拠性監査 との関係 において強化 され る傾 向が諸
外国においてみ られる。イギ リ■のNAOコrドと財務省の基準か ら内部監査人 吉外部監査
人 との協調関係をみてみ る:e:すなわちご(1)協調の利害 どじては、①有効な監査、②監査




指標 ⑦システムと主要なイニシ アティブの開発 、⑧プログラムのテス ト、⑨分散組織の
監査、⑩NAOとのVFMの強調である。そ して協調の水準を評価する要素 と七:て次の5つ を
あげてし・る。①マネ ジメン トと監査委員会を通 じて促進 される協調 、②職業専門的信頼性、
③ 内部監査の信頼性、④協働 と協調、⑤ コ ミュニケーシ ョンであるらここでは公的組織の
協調関係 も営利組織で行われ る外部'・f内部監査人の協調と同様の水準を指向 じているS51i:',
内部監奪基準は、`中央政府は財務省が、地方 自治体にっいてはCIPFAが設定 してお り、
これか らあるべき公的組織 の基準の構成は、①倫理基準②組織基準③実施基準になつてい
る倒∂＼一
,上述 の よ うにイ ギ リスの 中央 政府 の各省 庁の会 計責任者(Accqunting.Officβr:AO);の
内部統 制報告 書,;(SIC)が2003'年3・月決算 か ら財務 諸表 に添付 さ、れ る こ1と1となっでお り、'
その 目的は 、QAOの内部 統制 の有効性 の レビュァの結果 で ある こ と6② リス クマネ ジメン
トと レビ ュtif;ロ,セスの継続 的 な保全 と展 開であ る こ どを提 示 す るためで あ る6.i2003年:5
月.に改訂 され たSICに関す る理 由書 では く① 高水 準の定型 的な'もの、② リスiクに関 しでSIC
を精密 に調整す る こ どで あ った。・内部 統制の有 効性 とは、・執行機 関や 監査委 員会 か らの有
効性 の評価 がAOの保 証 を増加 させ るた めの もの であ る。そ してSICを支持 す る、要因 と'して 、
① リー ダrシ ップ と戦 略(リ1スクマ ネ ジ メシ ト戦略)、・② リス、クマネ ジ メ・ン トに対す る状況
の検 証 、'③リス クの検 証 と評価 ∴④ リス クの評価 の ための指 標 、⑤ リス ク.コン トロールの
メカ ニ ズム 、⑥ レビ宇 一1と保 証 メカ エズ ム をあげて い るb報 告 書 には最後 にAOの 署名 が要
求 され てい るも こρ)よ・うLにい 内部統制 の レビ〉一報告書が確 立 され てい る∫7)c、"一,1・S,';,
か く して英国で は公監 査 の内部統 制の 基準の論 点は リス クアプ ロァチ ど リ÷ ダ」シ ップ
を含 むガバナ ンス構造 、内部統制の言 明、法規準拠性の範囲 の問題 と考 え られ る。
3ごじ米 国の公監査 の変革,
い米国の政府監査基準1(イエロ ーブック2093)から内部統制に関する基 準を抽出す るとp、
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ぎの よ うに な る㈲。
(1)…財務監査実施基準'
内部統制の検証を実施す る とされ る。こ こではAICPA基準 を基に していたが、サ・「ベ シ 、
ス ぷオ ックス ソc-・'法に基づ く公開企業会計監視委員会{pCAOB)の監査 基準 も援用す ること
を認めるガイ ドラインが2005年6月にGAOから公表 された。
'(2)財務 監査報告基準 　
.内部統 制の報告を実施す ると・されてお り、'①範囲の記載:i②分離 され た報告書の場合は
統合 された部分であることを示す。また、内部統制の欠陥の報告は報告すべ き状 況 をAIcpAi




プログラムの理解に際 して内部統制は最 も広い意味でマネ ジメン トコン トロールの二 つ
であ ること。計画段階では組織et方法 ・手続が対象であ り」 ミッシゴン 、1目標 、F目的に合
致 していることの検証を行 う』内部統制には次のプロセ スを包含す る∪計画、組織 、資格 い
統制r(プログラムの報告の)、プ ログ ラム業績 の監視6内 部統制 は資産保 全ぐ不正等の防止
が第一のラインであり、内部統制の検討 は行政め継続性 め欠陥かつ有効 な内部統制に対す ,
る必要性が増加 しているご とによる二』内廓統制の 目的は監査人 を支援す るこ と:とな り・、① 、
プ ログラムオペ レー ションの有効性 と効率性ご②デー タの 有効性 と信 頼性 、③準拠性が監
査対象である。
・監査人は質問、確認 、'検査によつて内部統制の理解 を獲得ず るが、手続 は変化す るもの
である♂そ して次の事柄が監査計画 に影響す る'。①監査 目的 ②監査範囲 、③監査方法で
あるゴ 監査人は次の よ'うな場合、判断のために十分 な証拠 を獲得 しなけれ ばな らないご①
不満足な業績の原因 を判定するに際 して、②業績測度の有効性 と信 頼性 を評価す るに陳 じ
て、③内部監査は内部統制の主要な一部分である。'
(5)業績監査の報告基準
内部統制の欠陥を監査の期間中に発見 した場合 、報告 しなければな らない。一また∵ 勧告
にっいては許 されれ ば監査人は勧告 を しなければな らない とされ 、勧告は論理的で なけれ
ばな らない。・そ して監査中に発 見 された場合 には、準 拠性 そ・して内部統 制を改善す る勧告
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を行 う。故に米国政府監査基準の特徴は次のよ うになる。 内部統制の レビュー に関 しでは
監査基準では内部統制について保証や特別の監査意見を強制適用の要求 してい なレIVが、、各
省庁や州、地方政府 は条例等にようて内部統制の監査報告書の意見を要求 して いる。`そし
て監査人ば内部統制 を理解 していなければなちない とざれるもGAO`、は内部統制の重要性 を
強調 してお り、FMFI(連邦財務統合)法1982は政府職員に有効な内部統制の責任 を構築す
るごとを要求 した。OMB.(予算管理局)'は連邦マネーiジャーにガイダンスを発行 しており 、
GAO…(GeneralAccbdhtabUityOffiCe会計検査院)は 関連す る内部統制基準 を発行 したの
である。
政 府監査 において統制 リスクの評価の対象の統制の概念ば、'財務諸表監査中に次 の内部
統制 目的が通常関達 している とされてい観 ①財務報告統制 、② 保全統制;言③ 準拠性統制、・'
そ して追加的に④予算統制、⑤運営統制、⑥ITに関 して 一 般統制ごアプリLケ→ シ ゴ、ン統
制、利用者統制で ある。.'
、統制環境に関 して監査人め評価は、規則的な期間単位で行 うべ きどされ{1エンテ ィテ ィ
の統制環境め基本要素は、,①誠実性 と倫理的価値 、'②適格性 との 合致 、③哲学 と運営 ズタ
イル、雪④ 組織的構造、⑤かLソ リテ イと責任の委任ご⑥ 人的ポ リシー と実務 、⑦監視機構
との関係 とされ る(9)。
'・単一監査法監査 においては、1996年法、pCIE:(大統領統合 ・'効率性 委員会)基 準にお い
そ、:監査人は内部統制め レビューに責任 があるとされ 、監査報告書には内部統制の レビュ
ー結果 を記載 しなければな らない。'
単一監査の特質は挟めようになっているご ・
、(1)監査 目的 と して主要な連邦財政補助金(FFA)プログラムは内部統制 の理解 を得 るt・
.と⑳ 要件の準拠性が必要である。`
(2)`FFAt内部統制の レビューについて監査人の困難性の生ず る3り の疑問は、'①内部統制
の固有め限界、:②不適切な文書、③会計管理の伝統的 な強調、①② は残 るが、◎ は内部統
制の広義の監査め結果 とし・ζ減少 しなけれ ばならない とされる。
またOMBは精巧 な次の ように定義を設定 した;連邦プ ログラムめ内部統制につ いてエ シテ
ィデ イのマネ ジメン トによって合理的な保証を提供す る為のプ ロセ スとして、① 取引が適
切に記録 されでアカ ヴンタビリデ 才が履行 され なければな らない。i②取引が準拠性 をもつ
で執行 され なければならない。'③資金、'財産ご他 の資源 が保全 されなければな らない とさ
れた。,
・'準拠性統制め理解にづいては第一にエンテ ィテ ィめマネジメン トに責任 があ る。・そ して
監査太め責任 は第二次的であ る。:それ故監査基準 も単一監査法 も内部統制に特別 に監査人
に保証や監査意見を表明ず るごとを要求 していないめであ る。・,FFA'のための内部統制め確
立 どして、'①マネ ジメン トがFFA準拠性 要件 を評価ず る1・②今ネジメジ トが内部統制 目的
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を確立するg③ マネジ メン,ト技術 と内部統制の技術 を確 立することが求めiられる6'、1
・準 拠性の統制に関 して は準 拠性の重要性 を見過ご した結果 は厳Uく .なり'織る}とされ、FFAl
準拠性統制の理解の分析的アプ ロrチ どしで は、①[般 的統制環境 を分析 、'②事実サイ沙
ルを検証 、③ 業務の文書化s④ 内部統制の評価である。そ してFFA準拠性統制はプ ログ ラ
ム毎の調査で レビュr「されなければな らない。'
統制の有効性 に関連 して単一監査要件は、GAGAS(=t'般に認 め られた政府監査基準);.を超
えでいるとされ るe・・、1すなわち、監査人は、,最高水準 の統制 リス クで選択 し、、,統制テス トの,
実施 の代わ りに広い実証性テ ス トに依存する。監査人は、統制 リスクを最高水準で評価す
るので広い実証性テ ス ト,を実施す るための計画を しなければな らなハ。・そ,して非有効 な統
制は報告すべ き状況又は主要な弱点 として報告 されなけれ ばな らない 倒 、
㌔'また寸近年GAOの政府監査基準を中心 としで内部統制が強調 され てい る他 の要因 は、、公
監査領域にお ける準拠性監査お よび財務 監査か ら業績監査への重点移動の結果w準 拠性 監
査をよ り効率的に実施す るためにお よび近年の公監査 目的の強調点であ る不正 ・違法行 為
および濫用 に対す る監査 の要請に対応す るた め には、各被監査行政機 関 自体で良好 な内部
統制 を整備 させ ることによってズ公監査人の試査範囲の割合お よび不正等の発生を低め る
必要があるか らである。
'内部統制 の意義6領 域 については、,公監査 と営 利組織の会計監査ではい監査 の 目的 が異
なっているが、,監査 の前提である基 本的 な要素 どしての内部牽制制度 と内部監査制度を整
備す る必要性 に関しては共通である。そ して これを評価す るための評定手続 きはぐ特に政
府組織の特徴である政策の決 定 と実施過程の特異性 か ら生ずる内部統制 の変質によ って相
違が生ずるものである;
次に準拠性 監査では、不正 ・誤謬への対応 の問題 が生 じる6政 府監査の 目的、どしては 、
不正 ↑'誤謬・違法行為 ・違反 ・非準拠性及び濫用が監査範 囲 となる。 アメ・リカのGAGASで
は、直接的でかっ重大な非準拠 に対 しては、・監査人は合理 的な保証を しなければな らない
が、間接的なものについては、財務諸表の監査では保証 しないと されている。.
準拠性監査にお いては上述 のよ うに非準拠事項 が発見 され、'これ が決算時に修 正 されて
いる場合であっても非準拠事項にっいて報告すべ:きとされ る。 また、非準拠事項 において
は、重 要性 か ら監査報告書 に記載 されない事項や 内部統制の欠陥事項はマネジメン トレダ







支出 に対す る影響度合 い、すなわ ち支出意図に対する規定は種 々の水準 があるものと考え
られ:るが∵1これ ちを監査 目的 とした監査を準拠性又は法規準拠性 監査 と呼ぶ1法 規準拠性
違皮 に対ず る監査 が公 的組織 にお ける内部統制 とめ関係でその範 囲の議論 が行 われ ている
がCア メ・リカ連 邦政府k・開始 され た ・r不適切 支出の情報2002年法∫の適用 をみ てみ るet.す
なわち各省庁 の長 は、ご重要な不適切な支出 と疑いのあるすべてのプ ログラム と活動 を・1・OMB
の ガイ ダンズに準拠 して管理 レ.検 証 しなければな らない とされ る6'そして、.不適切支 出
・Tとはc① 法律1,契約 ご行政的又はそめ他 の法的に適 用可能な要件 の も占で過払い及 び過少
皮 払 を含む不正確 な金額でな ざれ るべ きで なか った 又はな され て しま った支払い とご② 不
適 格な収入[へめ支払 ご不適格 なサ声ビ スに対す る支払 、二重 の支払ぐ受け取み ていないサ
ービスに対する支払及び適用 可能な割 引額 に対す る・ク レジ已 トにbい て め金額ではない支
払 ど定義 されてお り・い違 法性 を含む広義の準拠性違反の支払 を対象 どしてい るSl、。
準拠性監査には1'・「監査(audit)」まだは 「検証(exa皿ination)」吸 びfiレビュ'・一,,t(irOviev)']
文は1「合意 され た手続il,(tigrebdrthPonlirbe'edu?es)」.が適用 され る場合 もiあると1され る。す
なわ ち 「監査」の適用で きない場合 には、 この 「レビュー」又は 「合意 された 手続圭が妥
当す ると考えられ る(12}8監査であ るためには、.言明又 は情報が監査対象 をなるのであるか
ら準 拠性監査 の場合 には、三1'準拠性の言 明が なけれ ばならない。・各国にお いて公 的組織め法
規準拠性の言明にっいての展開がな されてお りぐSICもアつの類型であろう。
～財務監査 にっ いては各国 ともその監査領域は共通であ 呪 現在 ∵特 に試査 との関連によ
り内部統制の評価及び内部監査の利 用が重要課題 となつてい る:さとが明 白とな ってい る;
4.'業績監 査 と内部統 制 ・
1';カナダ'eAG'{会計検 査院)の'VFM監査の一般的方 針は、①職 業専門的基準 にすぺ て準拠
す ること、②すべてのVFM監査 はVFM監査監査方針 に準拠すべ きこ と、'③VFM監査及び調
査 はプ ロジゴク ト毎に管理 されな けれ ばな ら'ない↓ またカナダOAGの.VFM.監査の実施方針
1を{・① 明瞭 な 目的、② 明瞭 な範囲{'③問題 の選択については 目的適合性 」法規∵監査可能
性 に1よらて:④ 適切 な尺度 、⑤十分な適切な証拠、⑥証拠の客観的な評価 こ⑦勧告 と必要
な矯 正的活動 、結論 を支持す るた めの確 認い報告方針 明確化 を求めてお り∵ ここでは客観
的証拠 の必要性 、矯正活動が強調 され ている。 また、高度の独立性 を有す る立法府 監査人
(legislative・audfわr)tの対象 となる観点は、カナ ダ・CCAF(包括 監査財 団)で は次の諸
点を示 して いる個 。① 監査の方法論、②監査の.リス 久 ③ 保証 水準の レベルこ④ 業績 の報
告書 の継続性、⑤監査モデルすなわち伝統的な システム基礎監査モデル か らリスク基礎モ
ゲ ルへの転撚'・⑥監査報告書の異 なった様式、'⑦取引上の問題点であるb,ここで は 、』業績
の報告書あ質的継続性の追求」 リス クモデルめ導入及びその結果 としでめ保証水準 を考慮
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した公監査体系である。
1・1業種監査(pdrforman'ce,atidit)には、政策評価(prpgra血'evaluati。n)1が包 含 される。
評 価は い方針 と結果の適合性 の判定 を非財務 情報や予 測情 報によ うて行 う総合的プ 日セ ス
であ りv－ 方業績監査は、外部監査性 を特 質 とす るものであ り、政 府監査にお いては政策
評 価 を包含す る広義の概 念 と考 えられ てい るも∵この よ・うな包括的 な概念 を含 めて、1業績 監
査 基準 にづ いて各国 ともに3E監 査 の概念 と実施プ ロセ スの精密化 を構 築 しよ うと してい
る』,アメ リカ政策評価協会 にお ける評価原則 は次 の とお りとされる叫6① 組織的調 査の原
'
則 … …組織的実施 、デー タを基礎 と して、②適 格性 の原則 ……利害関係者 へ の適格 な業績
の開示、,③誠 実性 、正 直性 の原則 、④市民 の尊敬性の原則 ・〔 現 在 の職 業倫理 の観 点、;⑤
パブ リック:の福祉 の原則 …・;・利 害 と価値 の多様性で あ:る古してお り、 ここでの特徴 は職 業
倫理の強調 であ る6ま た、、政 策の妥 当性 を判断す るた めには測度(m日aSutes)あるいは指
標・、(indicators)が不可欠であ り..・1.これ をいかに'して客観 的にそ'して理解 可能 的 に開発 で
'きるか に内部統制が関与 し↓1それ故 監査 の品質管理 を維持す る体制を整 え る・ことが業績監
査 自体の有効性を決定す る。'
.業績監査にお ける監査報告 書について は、,各国 とも監査意見 とい う表現 は用いず 、結 果
の報告 ・、発見事項や改善 汽勧 告事項を記載す るとい う表現 を用いてい る。・この際、,各国 に
お い て は営 利 組 織 の 会 計 監 査論 にお け る保 証 水 準 の考 え方お よび アテ ステ ーrシ冨 ン
.(attestation).および レビュ'r(review)'や合意 され た手続(agreed-uponproceduiCes)
の 考 え方 を業績 監査 や 法規準 拠性 監 査 に導 入す るこ、とが考 え られ でお り、ア メ リカの
GAO2003年改訂基準では全面的に これ らを規 定 してい る。具体的にはアメ リカ連 邦政府 の
各省庁の独立監査人であ る監察総監(IG)の監査報告書の構 成は次の よ3151になつ ている{,s?。
①財務諸表についての無 限定の意見、②内部 統制 の検討 、③法規の準拠性 、④ その他 の情
報の継続性 い⑥ 前期監査結果 、・す なわちここでの特徴は内部統 制、`保証水 準 と法 規準拠性
監査結果の表明の要求である。
,か くして公監査 におしてはv改 善勧告報告 書お よび情報提供報 告書の範囲 の区分お よび
意見 あるいは情報提 供区分の内容について 基準化 されな ければな らな い こととなる。USDA
(農務省)のOIGの 業績 監査 の報告書の類型 は{:①マネジ メン トの警告 、②報告書 の ドラ
フ.ト;∴…調書の ドラフ ト、デ ィスカ ッシ ョンの ドラフ ト、公式 の ドラフ ト、③監査報告 書
であ る。1'
次 に、記載 され るべ き発見事項 及び勧告 事項 の要素 を次のようにあげてい るい
(1)、発見事項 ・-t…・全体的状況、1理由、.尺度、結果
(2)発見事項 ……様式
①監査活動 、②範囲 と方 法ざ③発見事項 として状況、状態∵,取引、不適切な監査結果 、・④
それ らの理 由∵⑤ 結果、影響＼状況 、⑥ マネ ジメン トコツ トロr－ルの重要な弱点、⑦ 財務
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関連監査 に関す る重要な財務マネジメン トの不遵守v⑧非準拠の主要な例、⑨適切な反応∵;
⑩ 直接的 に検証する個人の資料は省略す る、⑪属性 を提示する、⑫被監i査体の認識を開示、・'
⑬矯正活動の報告、'⑭前期報告状況i・'⑮専門技術的な説 明、1⑯定義'⑰ 視覚可能な支援 、
⑱貨幣的結果の基礎が報告 される。'
(3)・ただ ちに行われた フ才ロ÷ 聰 。すなわち、ここでの特徴はい報告書の質的分類及び
個人的資料の省略、発見事項の精密な報告であろう。かくして公監査の監査報告書の基準
の論点は、言明の存在 と保 証水準、内部統制、意見 ・結果の多様性 と報告書の多様性であ
る。,
5`丁保証業務基準と公監査
2004・年11月我 が国企業会計審議会公表の 「財務情報等に係 る保証業務の概念的枠組み
に関する意見書」は、従来の財務諸表監査の概 念的枠組み と比較すると、拡 大と変革の基
調がみ られ る㈹ 。そこで本意見書が公監査に及ぼす影響 を考察す ると次のよ うな指摘がで
きる。
①財務諸表以外の財務情報の開示等に対す るレビュー業務の必要性お よび内部統制等の財
務情報以外の事項にも対応がなされてお り多層の公 監査領域 と合致ずる6・.一
② 「意見書」では財務情報以外の業務を含めた幅広い観点である包括的な保証業務の概念
が用いられてお り公監査 目的と合致する。'
③主題情報すなわちアサ旨 シ ョンの提示 を前提 とした監査が基本であるが、`必ず しも主 題
情報の提示がない場合でも一定の基準によって評価または測定 した結果につ いて直接的 に
結論 を表明する保証業務があ り、公監査の業績監査には特にこの手法は合致する。
④保証業務にも監査業務 と同 じよ うに リスクが存在す るが、その リス ク水準は異なるもの
であ りごそ の結果 、・合理的保証業務による積極的報告 と限定的保証業務による消極的形式
の結論の報告が可能となり保証業務が拡大されてお り、公監査 目的と合致する。,・
⑤財務諸表監査以外の内部統制に係 る保証業務や レビュL業 務 のような限定的保証業務が
可能芝な りい保証水準が低 くても公益性の高い保証業務が実施可能であ り公監査 と合 致す
る6・'
⑥業務実施者は、,財務諸表監査の監査人のみでな く、独立性を保持 し倫理の遵守の要件等
を満た した者が実施可能であ る。また想定利用者 も保証報告書の想定利用者のみなちず多
数で特定で きないよ・うな場合も可能であり、・まさに公監査に合致する。
⑦ 主題 は識別可能でこ一定の規準で評価 ・測定ができるもので 、・た とえば;`非財務的な成
果:・.状況の主題 についての効率性1■有効性、設備の能力、:内部統制・;ITシステムのシステ
ムやプ ロセス及びおよびコーポ レー ト・ガバナンスや コンブ ライアンズも主題情報 とな り、
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保証対象の主題が拡張 しでお り公監査に合致す る。一.
⑧保証業務で利 用可能な規準 として;主 題情報や保証 報告書におじて明示 され ている規準
や広 く一般に理解 を得 られている規準等があiると3拡 ×化 され てお り業績監査叉はVFM監
査に合致する。
⑨業務 実施者が利用可能な証拠の量 と質は、主題が予測的また は主題情報の特徴に～よる影
響 を考慮 して検討することができることになってお り広範囲の主題の対象領域をカバー で
・き公監査領域に合致す る。.<'㌧'
⑩保証業務 には合理的保証業務 と限定的保証業務があ り、そ れぞれの保証報告書によって
報告 される。後者の場合には、消極的形式 としての結論を報告 し、一定の基準に照 らして
適正性や有効性等がない と考 えられ るような事項が発見 されなか つたか どうかが報告 され
る。'また、`主題情報の提示がない場合には、直接主題について積極的形式または消極的形




.と内部統制基準に関連に して検討 し今後の改訂方向を示す⑱ 。'
財務監査基準は、狭義 において財務諸表監査の基準 と財務関連監査の基準か ら成 り立っ




基準が最初 に基準化 され る6こ こでは当該 国の監査基準(GAAS)、切 内、oブ リックセ:クタ
S-・・一または政府機 関の適用可能な基準が具体的に示 され、'さ,ら.に相違 あるいは追加する部分
を明記す るとい う階層構 造を とっている。独法監査基準 も一般の監査基準 と同様の階層構
造 をとっているが特に多様 な保証業務の適用が考えられ るので準拠要件 の基準化 も必要で
ある。'・
(2)監査目的の基準






政府 ・自治体 の包含す るパブ リ・ックセグタ⇔ の会計基準すなわち公会計基準の構築化が
各国で進 め られ てお り、また 国際的基準 も設定 されつっ あるので これ らと国内準拠法規1と
の整合性 を求ある基準、ゴーイングコンザーン基準、連結報告書基準s各 政府諸機関 をm
ズ トセ ンター とする基準、公会計 基準 と しでGAAPに準拠 し発生主義 を目指 す基準が規定さ
れ る傾 向が強 ぐなら;ている㌔ 独法において も独法会計基準が設定 されて いるが、勘定別財
務諸表共通費の配賦基準、・ゴーイツ グゴンサー ン等実態に合致 してい ない部分…もあ り保 証
水準の相違を認識する必要がある。'
(4)不正 ・違法 ・非準拠性の基準
政府t自 治体に対す る監査 では、'GAAS・と相違 して法規準拠性の監査が重視 され るも財務
監査において これ らの虚偽記載に対す る監査上の認識を強調す る基準が規定化 され る。,し
か し後述の準拠性監査 基準において独立 して基準化 される場合 もある5独 法基準は この 基.
準 と同様の位置づけとなってお り内部統制 とi保証基準が関連す る。・
L(5)・内部統制の基準
'N内部統制の十分な理解を監査人に求める基準 であ.り、監 査計画 、・実施す るテ ス トの性質lrj
タイ ミング、範囲が決 定される。後述の準拠性監査基準で設定 され る場合 もある。,独法基
準では特に言明 てアサーシ ョン)の 徴求 を行 っでいないに もかかわ らず不正 ・違法行為の
発見が保証水準は相違す るが監査 目的 となつでいる点に問題がある☆
t(6)..リスグアプロF.チの基準 、
i・lUt府・a自治体の財務監査 も営利組 織監査 と同様 に リスクアプロrチ を とる。 じたがって,
重要性 どリス ク評 価の基準が設定 され る。後述の準拠性監査基準で設定 され る場合 もある。
また重要性の水準は営利組織監査のGAASにおける水準 よ'り低 い点に位 置す る とされ異 質




財務関連 監査は、財務情報に関連 した情報や補助金及び コンビ中 「タシステ ム に関連 し
た監査で あ り、保証水準の異なる証明基準(ア テ ステ〒 シ・ヨン基準)・、や 合意 された手続
イagreed-Uponl實obeldu}eき)に関す る基準が規定 され るiどこ1うに営利組織監査 と:異質性 が
あるご
:・証明業務基準は財務文は非財務 の検証や財務監査の一部又は別の部分 として適用 ざれ る
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場合 もある。 また独法基準には機会費用や決算報告書等の財務関連項 目の監査 も対象 と・な
っでいるが求め られる保証の水準を明確にす る必要がある6,
財務及び財務関連監査の報告基準については次の とお り、である。
て1)・内 部統制 と法規準拠性 の基準 ビ
パ内部統制に関する意 見及 び法規 準拠性にづいての意 見を文章にょ って提示 しなけれ ばな
らない。:また この報告書には積極 的まだは消極的保証 が含 められなければな らない6』内 部
統制組織 ど内部統制リ ズクの評価 に⇔いての意見 も含 め られなければ ならない。・:・ま た.重
要な弱点や非準拠性 ・不法行為 も報告 きれなければな らない○ 独法基準において求 め られ
る法規準拠性の観点及び効率性 の視点 についての報告の水準を明確にする必要がある。
(2)監査意見の基準
財務監査にお ける意 見はこ財務諸表 に対する適正意 見または真実 ・公正なる概観 を もろ
で表示 されてい る:が、すべての重要性 の観点において及び職業的監査基準によr)て述 べ ら
れ る6独 法基準においてぱ[・適 正にゴ ど'「正 しぐ」∴の使い分けを しているがそ の保証 の程
度については明確に し、利用者に判断 できるようにす る必要がある♂
(3)財務関連監査の意見基準
財務 関連監査の手続 が証明業務基準か合意 された手続 によ り保証水準の相違 じた意 見及
び報告 がな され るこ・とが明記 されGAAS・とは異なる二独法基準では保証水準を明確 に古 る必
要があ る。、
ビ法規準拠性 又は合規性監査の実施基準の内、、独法基準は法 規準拠性 の観点が包括 ざれ て
お り法規準拠性 監査の保証水準ではないが問題 とな る基準は次のとお りである。、
(1)準拠性 の範囲基準
検証対象たる準拠すべ き法規又はオー ソリテ ィー(authoritibs)の範囲を明定 してお・く
必要 があ り、準拠性監査はGAASとは異質な領域である6独法基準では準拠すべ ぎ範囲 を明
定す る必要があるが内部統制の報告書 の代替 として適 用 となる法規の範囲を明記 した経営
者の確認書を監査着手時に徴求することとなっている。・.
'(2)重要性の原則
準拠性監査の場合 にも 「すべての重要な観点において」!とい う用語が用い られ るが ↓、政




、㌔取 引め合法性 、'財務状況 ∴内部財務統制ご不正及び濫用の摘発 と防止の財務的管理 の全
体 をコーポ レー トガバナンズとして とらえ準拠性監査領域 とする場合がある6独 法基準 で




∵異常なまたは合法性 に疑いのあ る取引、新 しい方式または法 規要件に関す る監査㌫合法
規性の検証 を実施す ることを求め る等の基準であ り,GAASとは異質であるb独法基 準におけ
る違法行為等の対象範囲や保証の水準を明確 にす る必要がある。
(5)財務実施及び不正 ・濫用の摘発 ・防止基準
不正及び濫用についての一定の基準を提示 した り摘発す ることは監査人の機能ではな く、
む しろ警報 を発す ることで なけれ ばな らない どされ る。1また迅速 にフォロ㌣7《ップ しなけ
れ ばな らな いことも 監査人の責任である。,これ らの観 点はGAASとは異質であ軌 .独法基準
において不正及び濫用につ いて明確 に:し、保証水準を明室す る必要があ る6
、〈6)・財務状況の基準㌦、1
営利組織監査におけ るゴーイ渚グコ,ンサ←ン問題や業績監査 にかか わる領域であ 坑i現
行のGAASとは異質な領域である。独法基準においては継続企業の前提 に関 して特段tt規定
を置かないとしてい るがGAASとの関係 を明確 にす る必要があるg
ト(
7)内部統制の基準
内部統制 を準拠性 監査で どらえる場合に、広義の性質で考える点においてはG品Sと は異
質である。独法基準は内部統制 を準拠性 監査の枠内に入れでいないが不正・・誤謬や効率性
監査の必要性 を検討す る必要がある。
＼準拠性監査の場合 の報告基準 と独法基準の問題点は次のとお り'である。、
(D意 見表明の基準
この準拠性 の意見には、根拠法及び議 会の支出意図や設定 された 目的 が含まれ る6}独法
基準において重要な影響 を与え6・不正及 び誤謬並びに違法行為hY4V、と認め られ ることを
意見表明するこ、と、1となっているが準拠要件が朋 定される必要がある。1,
(2>、非準拠性報告の基準 、
監査報告書には非準拠の事項 を報告 しなければな らない。これちItGAASとは異 質な領域
と考 えられ る。独法基準において報告すべき範囲が明定され る必要があるゴ
(3)報告書形式の基準
財酷 査粋 書φ櫛 ≒し群 成される場合と独立的胸 鰭 として械 さ樋 ところ
がGAASとは異質である。日本公認会計士協会の独法審査の監査報告書のひな型1ま一般の監
査報告書 とは異質になってお り㌧保証業務基準と合致させ る必要があ る61・1 ,
tJ,業績(行 政)監 査の実施基準と独法基準 と関連する基準ぱ次のとお り1であiる由 、
.:(1)3E監査f7)基準 ξ
独法基準で経済性及び効率麟 の視輔 規定されているがごこれは業績鯵 φ水端 求
求
められていないが用瞭られる概念は同じと考えられるので保証水準を明確に古る必要があ
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る。
(2)業績測度 ・指標の基準
∴業績監査の実施 には業績測度または指標が不可欠であ り㍉ こ袖 らめ測度等が明瞭に確立





ブラシが作成 され＼監査人によつ て事前に測度等の監査 を原則的 には事前監査 どして受け












1業績監査報告書 たは、・'3Eの改善に資す る場合には問題領域を[iEすため及 び運営を改善す











る ことを管見 してきた。そ こで公監査基準の設定の遅れているわが国にお いで緊急 に検討
すべき課麟 齢 ずち二一 零∵
パ ら 　ロニ エ バ ロヘロ 　 　 コ ン
(1)公会計 ・公監査の基底にあるパブ リ,ック.アカ ヴンタビ リテ ィを理論的に も国民 ・市民
だち納税1者バめ意識付けあ強化め走あにも確立する必要があり1独立的な機関た封じ↓已公
会計 ・公監査op:k",i,・.;(憲章)を 設定すべきであるい
・(2)t,公監査あ進展 たっいて}ま、諸外国たお ける包括監査の概念 フ レー 云ワ」 クを構 暴 きせ
'
.!1・1(1
揮 の独立的嬢 議 聯 弾 捌 齢,こ れには公鰍 熔 蜂 騨 勲 クリアジング
ハウス離 玲 た鱒 嘩 ⑰ 輻
(3)公監査人は本質的に立酬 蛭 人,9・gi・lat.iveaudit・・)ρ独雌 が喉 であるの
でパブ リックセ クター において監査人め見直 しが急務である。
(4)公監査 においても特に法規準拠性監査及び業績監査 においては内部統制 と保証業務の
概念的フレームワークが必要であ り、その為の基準設定が必要である⑱ 。
(5)わが国には体系的に設定 された公監査基準 としては独 立行政法人監査基 準のみ しか存
在 してお らず 、この基準 自体 、包括 監査概念か らは極 あて不十分な ものであ る。'従って、
米国や英 国の よ うな公監査全体 を律す る基準 としての公監査基準を設定 し、その もとにパ
ブ リックセ クターあ特性 ごとに個別 の公監査又 は政府監査基準を設定す ることが必要で あ
る伽}。
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